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地域文集を教材とした「書くこと」の指導研究
-「生活文」指導の再考—
Consideration about Teaching: Teaching Writing to Primary school children 
by using Local works collection 
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゜A いろいろな手紙を書こう ゜社 調ぺたことをほうこくしよう見学したことむaらせよう ゜はっとしたことを詩に書こう ゜下 中心場面を明らかにして嘗こう強く心にのこっていることを ゜上 ざいりょァを集めて、ほうこくする文章を書こう気になる記号 ゜気持ちがつたわる手紙を魯こう「ありがとう」をつたえよう ゜B れいをあげてせつめいしよう食ぺ物のひみつを教えます ゜社 下 組み立てにそって、物語を嘗こうたから島のぼうけん ゜本で鯛ぺて、ほうこくする文章を書こうことわざについて細ぺよう ゜三年生をふり返ろうわたしの三大ニュース ゜自分をしょうかいしよう ゜上 関ぺて書こう、わたしのレポート ゜心にのこったことを ゜C 人物を考えて書こう ゜社 案内の手紙を嘗こう ゜下 気持ちを百葉に ゜理由が分かるように書こう ゜「わたしのペストブック」を作ろう 〇（評価）書き方•まとめ方文章のまとまりと分かりやすさ 〇（改行）
上 手紙を書こうあんないじょうを書こう ゜D 知ろう・つたえよう見てきたことを新聞にまとめよう ゜詩を嘗こう見たこと、感じたこと ゜社 話を作ろう写瓦が動きだす—写真から物語を作ろう— ゜下 書き方•まとめ方考えを広げよう、まとめよう 〇（題材）国ぺたことをほうこくしよう遊びをくらぺよう
゜あんないの手紙を書こう ゜中心をはっきりさせて雹こう自分を見つめて ゜E 通 何をしているのかな ゜つたえたいことに合わせて書き方をくふうしようこんなやり方をおすすめします ゜社 年 組み立てを考えて書こうクラスのことを関ぺよう ゜くふうして楽しく書こうカルタを作ろう 0(カルタ）続む人のことを考えて、つたえ方をくふうしよう三年生は楽しいよ
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＼ 第3学年 第4学年27年度 26年度 27年度 26年度
掲載作品数 75 74 75 69 
生活文 30 30 31 30 
学校のこと (16) (12) (19) (17) 
家族・友達のこと (5) (3) (6) (1) 
生き物のこと (1) (4) (2) (1) 
体験したこと (8) (11) (4) (5) 
記録文 2 4 1 1 
説明文 10 6 ， 7 
報告文 5 10 19 11 
意見文 ゜゜゜2 日記文 4 2 3 3 
創作文 14 7 2 8 
手紙文 4 10 4 1 
短作文 6 5 5 5 
発表原稿 ゜゜1 1 































































































































































































































































































共立女子大学家政学部紀要 第 63号 (2017) 
終わりに
本稿では、地域文集の掲載作品において大き
な割合を占める生活文に焦点を当て、その作者
にあてて手紙を書く学習指浮の実践について述
べてきた。これは、長期にわたって受け継がれ
ている子どもの言語文化の一つである地域文集
の利活用についての提案であり、生活文の指慈
法改普についての提案でもある。地域文集とい
う容れ物とその中心的内容である生活文とが相
乗的に働き、児童の「害くこと」を活性化させ
ることを意図したものである。
この実践は、一校の取り組みにとどめず、交
流の範囲を広げることにより、「地域文集」の「地
域」の価値がより強調されるようになるだろう。
すなわち、その文集を手にする同じ地域の児童
間で作文をめぐって交流する、あるいは異なる
地域間で文集を交換して交流するなどの実践に
よって、互いの生活を知り、認め合う格好の機
会とすることが期待できる。「書くこと」や地
域文集への関心が高まることは言うまでもな
ぃ。地域の児童のことばと生活を盟かにするべ
く、地域文集のあり方、活用について今後も検
討を重ねる必要がある。
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手紙の種類として、現行学習指導要領の
言語活動例には「依頼状、案内状、礼状
など」が示されている。上記図昏に「ミ
ュージシャンが喜ぶ可能性のある内容」
として以下の 5点が掲げてあるが、「曲」
を「文章」に置き換えれば、児童が書こ
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うとしている手紙は「ファンレター」が
最も近いと判断することができる。
• 自分の作った曲が誰かの人生に大きな
影孵を与えている
• 曲の内容を理解してくれている（曲に
対して深い解釈をしている）
•他の人が褒めない部分を褒めてくれて
いる
• 自分の思い入れの深い曲に共感してく
れている
・人知れず努力している部分を分かって
くれている
13)川村正雄：文章の形態別による指甜法（生
活文）、作文指導事典、第一法規出版、
p.231、1971
14)平成24年度千葉市立幸町第三小学校第
3学年平田真紀学級における共同研究
による。本学教職科目「国語科教育」で
受講生を対象に実践するに当たり、単元
を再構成している。
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